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光
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中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

現
在
の
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
は
依
用
さ
れ
る
画
像
類
は
定
型
化
さ
れ
て
い
る
が
、

中
世
に
お
い
て
は
い
ま
だ
定
ま
っ
た
形
式
が
な
く
、
各
地
で
独
自
の
も
の
が
用
い
ら

れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
も
の
は
信
仰
の
造
形
的
表
現
研
究
委
員
会
の
編
に
よ
っ
て
『真

宗
重
宝
聚
英
』
全
十
巻
と
し
て
集
大
成
さ
れ
、
研
究
が
容
易
に
な
っ
た
の
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
各
巻
に
は
様
々
な
論
説
が
付
さ
れ
、
研
究
は
著
し
く
進
展
し
た
と
言

え
る
。
し
か
し
、
な
お
問
題
を
多
く
残
し
て
い
る
分
野
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
扱

お
う
と
す
る

「連
坐
像
」
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
『真
宗
重
宝
聚
英
』
で

「高
僧
連
坐

像
」
を
担
当
さ
れ
た
早
島
有
毅
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に

(1で

　

連
坐
像
を
扱
っ

た
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
充
分
な
考
察
が
行
い
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

は
じ
め
に

本
稿
で
は
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
連
坐
像
に
つ
い
て
の
小
考
を
試
み
た
い

が
、

一
口
に

「連
坐
像
」
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
天
竺
や
晨
旦
か

ら
和
朝
に
至
る
ま
で
、
ど
の
高
僧
先
徳
を
連
坐
さ
せ
て
描
く
の
か
、
『真
宗
重
宝
聚

英
』
第
八
巻
で
は
八
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
の
表

1
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
現
存
す
る
連
坐
像
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

一
応
の
傾
向
と
し
て
、
真
宗
門
徒
の
間
で
関
心
が
高
か
っ
た
の
は

「和
朝
」
の
連
坐

像
だ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
和
朝
の
高
僧
先
徳
は
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
先

達
に
直
結
し
て
く
る
の
だ
か
ら
、
天
竺
や
晨
旦
の
高
僧
に
比
べ
て
や
は
り
親
し
み
の

度
合
い
が
高
く
、
要
請
が
多
い
の
も
容
易
に
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で

今
回
は
、
多
様
な
連
坐
像
の
う
ち
、
主
な
考
察
対
象
を
と
り
あ
え
ず
こ
の
和
朝
の
高

僧
先
徳
を
描
く
も
の
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
九



『真宗重宝聚英』 第八巻の分類 収載作例数

①天竺晨旦和朝 (イ ン ド ・中国 ・ 日本) 高僧太子先徳連坐像

②　　 晨旦和朝 (　　　　 中国 ・ 日本) 高僧太子先徳連坐像

③　　　　 和朝 (　　　　　　　 日本)　　 太子先徳連坐像

④天竺晨旦　　 (イ ン ド ・ 中国　　　 ) 高僧　　　　 連坐像

⑤　　 晨旦和朝 (　　　　 中国 ・ 日本) 高僧　　 先徳連坐像

⑥　　　　 和朝 (　　　　　　　 日本) 高僧　　 先徳連坐像

⑦　　　　 和朝 (　　　　　　　 日本)　　　　 先徳連坐像

⑧和朝 (日本) 太子三国 (イ ン ド ・中国 ・ 日本) 浄土高僧連坐像

3

5

3 6

7

6

1 1

1 0

1 0

表1　 連坐像の分類と数

そ
れ
ら
は
、
ど
う
い
う
人
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
は

ど
の
よ
う
な
信
仰
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ

よ
う
な
図
様
を
描
き
込
む
光
明
本
尊
と
の
関
係

を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
る
こ

と
に
し
よ
う
。
な
お
、
ほ
と
ん
ど
現
物
を
見
ず

に
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
不
備
も
あ

る
に
違
い
な
く
、
大
方
の
ご
叱
正
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

四
〇

て
お
り

(2
ズ

　

光
明
本
尊
の
中
の
図
様
と
酷
似
す
る
。
光
明
本
尊
は
高
田
派
の
古
刹
、

岡
崎

・
妙
源
寺
の
三
幅
か
ら
な
る
も
の

(k
l
、
後
掲
図
1
)
を
祖
形
と
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る

(。)
が
、
和
朝
太
子
先
徳
連
坐
像
も
同
様
で
あ
っ
て
、
妙
源
寺
本
の

「和

朝
部
」
が
最
古
の
作
例
で
あ
る
。
た
だ
、
妙
源
寺
の
も
の
は
名
号
を
は
さ
ん
で
天
竺
・

晨
旦
の
高
僧
を
描
く
も
の
と
対
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
図
様
の
連
坐
像
の
遺

例
は
少
な
く
(4で
門
徒
の
関
心
が
主
と
し
て
太
子
と
和
朝
先
徳
の
連
坐
像
に
向
か
っ

た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
聖
徳
太
子
を
描
か
な
い
和
朝
の
連
坐
像
は
二
十

一
点
、
早
島
氏

は
そ
れ
ら
を

「和
朝

(日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
」
(⑥
)
と

「和
朝

(日
本
)
先
徳

連
坐
像
」
(⑦
)
と
し
て
分
類
し
て
お
ら
れ
る
。
名
称
が
類
似
し
て
分
か
り
づ
ら
い
面

も
あ
る
が
、
前
者
は
源
空
を
基
点
と
し
て
親
鸞
以
下
の
先
徳
を
上
か
ら
下
へ
描
い
た

も
の
、
後
者
に
は
源
空
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
後
者
の
和
朝
先
徳
連
坐
像
は
親
鸞
と

蓮
如
だ
け
の
も
の
が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
の
性
格
が
や
や
異
な
る
よ
う
な
の
で
、
本

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

分
布
と
制
作
年
代

『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
八
巻
で
は
、
和
朝

(日

本
)
の
高
僧
先
徳
を
描
く
連
坐
像
に
つ
い
て
、

聖
徳
太
子
を
描
く
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
聖
徳
太
子
を
描
く

「和
朝

(日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
」
は
三
十
六
点

載
せ
ら
れ
て
い
る

(表
1
の
③
)
。
基
本
的
な
図
様
は
、
下
部
に
聖
徳
太
子
と
そ
の
侍

臣
を
描
き
、
中
段
に
源
信
の
像
、
上
段
に
源
空
や
親
鸞
と
そ
の
門
弟
た
ち
が
描
か
れ

太
子
を
描
く

「和
朝

(日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
」
(③
)
の
大
き
な
違
い
は
、
太
子

を
描
く
か
描
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
図
が
下
か
ら
上

へ
展
開

し
て
い
る
か
、
逆
に
上
か
ら
下

へ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う

(も
ち
ろ
ん
例
外
は
あ
る
)
。
こ
の
相
違
は
根
本
的
な
発
想
の
違
い
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
太
子
先
徳
連
坐
像
と
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
は
ま
っ
た
く
異
な
る

と
こ
ろ
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

-

聖
徳
太
子
を
描
く
連
坐
像
と
描
か
な
い
連
坐
像

　

稿
で
は
こ
れ
は

一
応
除
外
し
て
考
察
し
た
い
。

聖
徳
太
子
を
描
か
な
い

「和
朝

(日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
」
十

一
点

(⑥
)
と



14 C中

16 C中
15 C中
14 C後
15 C初
15 C中
15 C初
15 C初
15 C初

江戸

16 C中
15 C中
14 C後
16 C後
16 C

西

京

東

西

西

西

一
西

西

西

仏

東

西

東

西

京

京

京

高

束

京

東

西

束

西

西

西

西

興

西

東

西

一

福島

茨城
茨城

東京

山梨

山梨

山梨

長野

長野

長野

新潟

新潟

新潟

新潟

新潟

新潟

愛知

愛知

愛知

愛知

岐阜

岐阜

岐阜

富山
石川

石川

福井
大阪

奈良

岡山

広島

香川

岩手

岩手

岩手

只
)
(り‘
0

1

1

9
a

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

明教一本誓

真仏一源海*

?

真仏一信性

真仏- 源海*

真仏一信性

真仏―源海*

善性一明性

真仏―善海

?

善性一信性

真仏一西仏

善性一明性

?

?

真仏- ?

?

真仏一源海*

真仏―源海*

真仏一源海*

真仏一源海*

寞仏一源海*

善性一明性

善性一明性

真仏一源海*

真仏一源海*

?

源空と親鸞のみ

真仏一源海*

真仏一源海*

真仏一源海*

真仏一源海*

西仏

信海一敬願

親鸞な し

こ
の
二
種
類
の
連
坐
像
の
分
布
や
制
作
年
代
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か

(表
2
、
表
3
)
。

ま
ず
宗
派
別
で
は
、
双
方
と
も
西
・東
・高
田
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
現
在
の
宗
派
で
あ
り
、
実
際
の
系
統
を
見
て
み
る
と
、
聖
徳
太
子

を
描
く
か
そ
う
で
な
い
か
で
著
し
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
徳
太
子
を

描
く
太
子
先
徳
連
坐
像
は
真
仏
-
源
海
の
系
統
を
引
く
寺
の
所
蔵
に
な
る
も
の
が
多

連
坐
像
の
系
統
と
所
在
地

表2　 和朝 ( 日本) 太子先徳連坐像の分布と制作年代

10

11

12

13

14

15

16

17

康善寺

枕石寺

妙安寺

林光寺

福源寺

大正寺

安養軒

長命寺

安養寺

称名寺

聖徳寺

無為信寺

瑞泉寺

願生寺

照光寺

立蓮寺

勝鬘皇寺

西方寺

西蓮寺

専福寺

安福寺

安養寺

専精寺

願楽寺

乗念寺

光教寺

照厳寺

本照寺

順照寺

浄心寺

宝田院

西善寺

熊谷基氏

平野昌氏

菅原辰夫氏

N(1  所蔵者  派   系 統   所在  年代
9 安照寺   高 性証―佳教  福島  15 C中

表3　 和朝 ( 日本) 高僧先徳連坐像の分布と制作年代

-43

44

註　 表中のデータは、 概ね 「真宗重宝聚英」 第 8巻に基づいて

い る。

制作年代につき、 例えばNa43 は 『聖徳太子展』 (NH K、

2001年) では 14世紀 とするなど、 学者によって異見があ

るものもあるが、 今はと りあえず早島氏の見解によった。

四
-

Na  所蔵者  派   系 統   所在  年代
58 来生寺   束 是信一浄信  青森  15 c初
59 称念寺   西 元為子一党信 岩手  15 c初
60 南泉寺   商 成念一善然  福島  14 c中
61 康善寺   西 明放のみ   福島  14 c後
62 善性寺   西 明教一本誓  福島 15 c初
63 善性寺   西 明教一妙清尼 福島  16 c中
64 上宮寺   西 入信一党念  茨城  15 c中
65 長称寺   束 善性一明空  長野  14 c中
66 本善寺   束 如信一覚如  石川  15 c中
67 円光寺   西 如信一党如  奈良  14 c中
68 万福寺   西 真仏―源海* 大阪  15 c中

15 C

16 C

14 C

14 C

15 C

15 C

15 C

16 C

15 C

15 C

15 C

15 C

?

15 C

14 C

14 C

16 C

15 C

15 C

15 C

初

中

後

中

初

初

初

中

中

初

中

初

　

中

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

後

後

初

中

初

後

い
の
に
対
し
て
、
描
か
な
い
連
坐
像
で
真
仏
-
源
海
の
系
統
を
引
く
も
の
は
わ
ず
か

に

一
つ
で
あ
る

(表
中
に
*
を
付
し
た
)
。
両
者
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
を
依
用
し
た
門

徒
が
異
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
両
者
の
図
様
に
は
発
想
の
違
い

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
門
徒
間
の
カ
ラ
ー
の
違
い
と
い
っ
た
も
の
が
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

高
田
派
は
双
方
合
わ
せ
て
二
例
あ
る
が
、
中
に
描
か
れ
る
先
徳
は
真
仏
-
顕
智
の

系
統
で
は
な
い

(k
9
と
60
)。
真
仏
-
顕
智
の
系
統
は

「震
旦
和
朝

(中
国

∴

本
)
高
僧
太
子
連
坐
像
」
(②
)
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
に
二
例
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ

4

5

6

7

8

9

0

1

n/″

3

3

3

3

3

3

4

4

4



年代 高僧先徳連坐像 太子先徳連坐像 光明本尊

1 3 C中 ・ 0 、 0 1

1 3 c後 0 0 0

1 4 c初 0 0 2

1 4 c中 3 2 6

1 4 c後 1 5 8

1 4 C 0 0 2

1 5 c初 3 11 17

1 5 c中 3 8 10

1 5 c後 0 0 6

1 5 C 0 0 1

1 6 c初 0 1 4

1 6 c中 l 4 0

1 6 c後 0 2 0

1 6 C 0 1 0

江戸 0 1 7

不明 0 1 2

計 11 36 66

4
)
。
聖
徳
太
子
を

描
か
な
い
も
の
は

十
四
世
紀
中
頃
か

ら
十
六
世
紀
中
頃

に
か
け
て
、
太
子

を
描
く
も
の
は
さ

ら
に
下
っ
て
近
世

ま
で
製
作
さ
れ
て

い
る
。
数
量
的
に

も
太
子
を
描
く
方

が
多
く
、
こ
ち
ら

の
方
を
依
用
し
た

四
一

一

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

る

(5
)O

　

先
述
の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
を
描
く
太
子
先
徳
連
坐
像
は
高
田
派
妙
源
寺
が

最
も
古
い
が
、
当
の
高
田
派
で
は
、
そ
の
後
基
本
的
に
こ
の
種
の
画
像
を
あ
ま
り
依

用
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
三
河
真
宗
門
徒
の
始
源
は
専
海
ら

し
く
(6)ヽ
下
野
の
高
田
本
流
の
流
れ
と
は
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
光
明
本
尊
に
し
て
も
、
高
田
派
で
は
そ
れ
ほ
ど
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
光
明
本
尊
と
、
太
子
先
徳
連
坐
像
の
所
蔵
者
の
宗
派
を
比
べ
て
み
る
と
、
光

明
本
尊
が
仏
光
寺
派
の
寺
院
に
多
く
伝
存
し
て
い
る

7
)
の
に
対
し
て
、
太
子
先
徳

連
坐
像
の
所
蔵
者
が
仏
光
寺
派
な
の
は
わ
ず
か
に

一
例
、
あ
と

一
つ
が
興
正
寺
派
で

あ
る
。
同
じ
真
仏
-
源
海
の
系
統
を
引
き
つ
つ
も
、
太
子
先
徳
連
坐
像
と
光
明
本
尊

で
は
依
用
し
た
門
徒
群
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
所

在
地
の
分
布
状
況
を
見
て
も
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

連
坐
像
の
所
在
地
は
、
全
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
聖
徳
太
子
を
描
か
な

い
連
坐
像
は
や
や
東
北
地
方
に
偏
っ
て
い
る
。
太
子
先
徳
連
坐
像
は
、
新
潟
県
の
六

例
を
筆
頭
に
愛
知
県
の
四
例
な
ど
、
東
北
か
ら
四
国
ま
で
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
光
明
本
尊
は
、
『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
二
巻
所
載
の
六
十
六
点

中
、
二
十
五
例
が
滋
賀
県
に
集
中
し
て
い
る
。
あ
と
は
京
都
、
愛
知
、
大
阪
な
ど
で
。

地
域
的
な
偏
り
が
あ
る
。

制
作
年
代
と
、
光
明
本
尊
と
の
関
係

制
作
年
代
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
光
明
本
尊
を
も
含
め
て
表
に
示
し
て
み
た

(表

　　

本
願
寺
門
徒
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
連
坐
像
と
光
明
本
尊

表4　 連坐像と光明本尊の制作年代門
徒
の
方
が
よ
り
勢
力
を
保
ち
続
け
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

太
子
先
徳
連
坐
像
と
光
明
本
尊
の
年
代
は
、
と
も
に
十
五
世
紀
初
め
か
ら
中
頃
が

ピ
ー
ク
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
光
明
本
尊
と
太
子
先
徳
連
座
像
は
と
も
に
妙
源
寺
の
光

明
本
尊
を
源
流
と
し
、
年
代
も
重
な
る
も
の
の
、
地
域
的
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
仏
光
寺
派
で
は
第
七
世
と
さ
れ
る
了
源
を

「中
興
」
と
位
置
づ
け

る
が
、
了
源
の
弟
子
は
近
江
・山
城
を
中
心
と
し
た
近
畿

一
円
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
(8ズ

源
海
の
系
統
を
引
く
門
弟
た
ち
す
べ
て
を
束
ね
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

東
国
な
ど
の
源
海
系
の
真
宗
門
徒
は
仏
光
寺
と
は
独
自
路
線
を
歩
み
、
後
に
な
っ
て



の
分
布
の
違
い
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
太
子
先
徳
連
坐
像
と
光
明
本
尊
は、

特
に
了
源
以
降、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
展
開
を
遂
げ
て
き
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う。

た
だ

し
両
者
が
相
互
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
は、

乗
念
寺
本
連
座
像
（
h
M
）

が
光
明
本

尊
の
一

部
で
あ
っ

た
り、

枕
石
寺
本
（
h
u
）

や
立
蓮
寺
本
（
恥
お
）

が
寺
で
「
光

明
本
（
品）
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る。

妙
源
寺
の
光
明
本
尊
を
め
ぐ
っ

て

妙
源
寺
本
光
明
本
尊
に
お
け
る
左
右
の
連
坐
像

以
上
の
予
備
的
な
考
察
を
踏
ま
え
て、

さ
ら
に
論
を
深
め
て
い
き
た
い
が、

こ
こ

で、
「
和
朝
（
日
本）

太
子
先
徳
連
坐
像」

や
通
規
の
光
明
本
尊
の
源
流
と
な
っ

た
と

目
さ
れ
る
妙
源
寺
の
光
明
本
尊
（
図
1）

に
つ
い
て、

若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
こ

ぅ。

こ
れ
に
関
し
て
は
最
近、

津
田
徹
英
氏
が
詳
細
な
論
考
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る

互

の
で、

そ
れ
を
も
検
討
し
つ
つ
、

考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る。

妙
源
寺
の
光
明
本
尊
は
言
う
ま
で
も
な
く、

九
字
の
名
号
を
中
尊
と
し
て、

両
側

に
天
竺
・

長
且
の
連
坐
像
と
日
本
の
連
坐
像
を
対
幅
と
し
て
掛
け
る
よ
う
な
体
裁
を

と
っ

て
い
る。

写
真
が
載
せ
ら
れ
る
と、

ど
れ
も
が
天
竺
・

員
且
部
を
向
か
っ

て
左

に、

和
朝
部
を
右
に
配
し
て
い
る
が、

こ
の
配
置
に
関
し
て
疑
義
が
出
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
よ
う
で
あ
る。
通
規
の
光
明
本
尊
の
図
様
か
ら
類
推
し
て
当
然
で
は
な
い
か、

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

妙源寺本光明本尊図1

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が、

三
尊
形
式
の
場
合、

普
通、

中
尊
か
ら
見
て
左
（
向

か
つ

て
右）

が
上
位
で
あ
る
の
で、

天
紳一
了

良
旦
の
高
僧
よ
り
も
日
本
の
高
僧
を
上

座
に
配
し
て
い
る
こ
と
に
な
る。

こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か。

宮
崎
固
道
氏
は、

光
明
本
尊
の
中
に
聖
徳
太
子
が
描
か
れ
る
こ
と
に
関
し
て、

太

子
は
本
地
が
観
音
で
あ
っ

て、

勢
至
菩
薩
と
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
た
a
E

こ
れ
に

対
し
て
平
松
令
三
氏
は、
「
天
竺・
震
旦
か
ら
日
本
へ

仏
教
を
伝
え
た
人、

日
本
に
仏

教
を
う
え
つ
け
た
人」

だ
か
ら、

と
さ
れ
た
（
担。

光
明
本
尊
の
中
に
は
勢
至
を
「
得

大
勢
至」

と
す
る
例
が
あ
り、

何
か
の
経
典
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
の
平
松

氏
の
問
い
か
け
に
対
し
て、

津
田
徹
英
氏
は
不
空
訳
『
菩
提
場
所
説
一

字
輪
王
経』

四



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

や
菩
提
流
支
訳

『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
見
え
る
こ
と
を
検
索
さ
れ
た
。
氏
の
労
力

に
は
敬
意
を
表
し
た
い
が
、
実
は
弘
法
大
師
作
と
伝
承
さ
れ
る

『上
宮
太
子
廟
参
拝

記
文
』
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る

(口
)O

我
。
母
后
(者
是
。我
。
本
師
無
量
寿
如
来
。化
身
垂
跡
也
。
我
。
女
妃
(者
亦
得
大
勢

至
菩
薩
。和
光
也
。
(『弘
法
大
師
全
集
』
第
五
輯
三
〇
頁
)

こ
の
文
は
、
顕
真
の

『聖
徳
太
子
伝
私
記
』
や
い
わ
ゆ
る

「文
保
本
太
子
伝
」
、
『聖

(正
)
法
輪
蔵
』
な
ど
に
も
引
か
れ
て
お
り

(13)ヽ

　

真
宗
と
し
て
も
な
じ
み
が
深
い
も

四

四

さ
れ
た
百
橋
明
穂
氏
と
宮
崎
圓
遵
氏
と
で
は
年
代
判
定
に
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
宮

崎
氏
の
論
文
中
に
言
及
さ
れ
た
も
の
を
見
て
も
南
北
朝
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
(16)O

と
い
う
こ
と
は
、
現
存
遺
例
か
ら
考
察
す
る
限
り
、
妙
源
寺
本
の
和
朝
部
が
展
開
し

て

(聖
徳
太
子
絵
伝
の
影
響
を
受
け
て
)
成
立
し
た
の
が
太
子
略
絵
伝
と
考
え
る
ほ

う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(17
)O

　

こ
れ
は
、
同
じ
く
和
朝
部
が
太
子
先
徳
連
坐
像

へ
と
展
開
し
て
き
た
の
と
年
代
的
に
も
符
合
す
る
。

の
で
あ
る
。
津
田
氏
が
探
索
さ
れ
た
密
教
経
典
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
影
響
の
下

「得

　　

妙
源
寺
本

「和
朝
部
」
色
紙
型
の
賛
銘
に
つ
い
て

大
勢
至
」
と
い
う
表
記
が
な
さ
れ
た
と
す
る
ほ
う
が
、
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
宮
崎
氏
が
説
か
れ
た
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
は
勢
至
に
対
応

し
た
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
光
明
本
尊
で
聖
徳
太
子
が
描
か
れ
る
ほ

う
を
中
尊
の
左
(向
か
っ
て
右
)
に
配
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
依
る
に
相
違
な
い
(14)O

こ
の
左
右
の
連
坐
像
の
成
立
に
関
し
て
宮
崎
圓
遵
氏
は
、
聖
徳
太
子
が
描
か
れ
る

和
朝
部
は
聖
徳
太
子
略
絵
伝
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
竺

・
晨
旦
部
の
連

坐
像
は
こ
れ
に
対
応
し
て
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
お
ら
れ
る

(15)O
筆

者
は
宮
崎
氏
の
よ
う
な
幅
広
い
識
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
こ
の
見
解
に
関

し
て
は
や
や
難
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
存
す
る
連
坐
像
な

り
光
明
本
尊
は
妙
源
寺
の
も
の
よ
り
古
い
遺
例
が
な
く
、
史
料
的
に
そ
れ
を
実
証
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
真
宗
関
係
の
聖
徳
太
子
略
絵
伝
は

『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
七

巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
、
古
い
作
例
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
七
巻
の
聖
徳
太
子
絵
伝
を
担
当

さ
て
、
本
稿
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
、
妙
源
寺
本
光
明
本
尊
の
和
朝
部
と
、
通
規

の
光
明
本
尊
や
太
子
先
徳
連
坐
像
と
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、

聖
徳
太
子
の
侍
臣
の
数
や
信
空
・
聖
覚
の
有
無
、
諒
空
や
親
鸞
の
座
り
方
、
そ
し
て

賛
銘
の
文
言
、
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
聖
徳
太
子
の
侍
臣

の
数
に
つ
い
て
は
す
で
に
平
松
令
三
氏
の
考
察
が
あ
り
、
四
人
が
古
態
で
あ
る
と
さ

れ
る

(18
)O

　

信
空
・聖
覚
の
有
無
と
、
源
空
や
親
鸞
の
座
り
方
に
関
し
て
は
第
四
節
以

降
で
考
え
る
と
し
て
、
ま
ず
、
賛
銘
の
文
言
の
問
題
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

は
じ
め
に
、
聖
徳
太
子
と
源
信
の
色
紙
型
の
賛
銘
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
妙
源

寺
本
の
色
紙
型
の
賛
銘
は
、
場
所

・
銘
文
と
も
に
ほ
と
ん
ど
の
太
子
先
徳
連
坐
像
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
の
賛
は

「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」
。
親
鸞
の

『上
宮
太
子
御
記
』
に
見



教
全
書
』
第

一
二
五
冊
三
〇
二
頁
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
範
に
な
っ
た
源
信
像
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ

る
が
、
『
天
台
霞
標
』
は
明
和
八
年

(
一
七
七

一
)
成
立
と
、
や
や
新
し
い
文
献
な
の

で
、
そ
の
画
像
が
果
た
し
て
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
れ
る
か
ど
う
か
、
慎
重
さ
も
求
め
ら

れ
よ
う
。
さ
て
、
そ
の
出
拠
だ
が
、
津
田
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
が

『高
僧
和
讃
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

源
信
和
尚
の
の
た
ま
は
く

　

わ
れ
こ
れ
故
仏
と
あ
ら
は
れ
て

化
縁
す
で
に
つ
き
ぬ
れ
ば

　

本
土
に
か

へ
る
と
し
め
し
け
り

霊
山
聴
衆
と
お
は
し
け
る

　

源
信
僧
都
の
お
し
へ
に
は

報
化
二
土
を
お
し

へ
て
ぞ

　

専
雑
の
得
失
さ
だ
め
た
る

(「真
宗
聖
教
全
書
」
二
、
五

一
一
頁
)

で
は
、
親
鸞
は
何
に
よ
っ
て
こ
の
和
讃
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

が
ど
う
も
判
然
と
し
な
い
。
先
学
は

「古
伝
に
、
三
井
寺
慶
祚
の
夢
に
和
尚
が
本
地

身
を
あ
ら
わ
し
て
我
是
故
仏
霊
山
聴
衆
化
縁
已
尽
還
於
本
土
と
示
し
た
と
い
う
」
と

記
す

(I
が
、
「古
伝
」
と
は
何
な
の
か
、
詳
述
し
て
い
な
い
。
『源
信
僧
都
行
実
』
と

す
る
も
の
も
あ
る

(20)
が
、
こ
れ
は
近
世
の
成
立
な
の
で
、
出
典
に
は
な
ら
な
い
。
実

は
、
三
井
寺
の
慶
祚
の
名
は

『古
事
談
』
や

「十
訓
抄
」
に
見
え
て
い
る
。

恵
心
僧
都
典
二慶
祚
阿
闇
梨
・互
契
y
可
這
口
二
遷
化
期
一之
由
上
、
送
二
年
月
一之
間

(中
略
)
有
二
幽
声
・云
、
我
是
極
楽
久
住
菩
薩
。
化
縁
已
二
尽
テ
遂

二
生
二
極

楽
「く

(「古
事
談
」
巻
三
ノ
三
〇
、
現
代
思
潮
社
古
典
文
庫

『古
事
談

　

上
』

二
四
三
頁
)

四
五

え
、
聖
徳
太
子
と
そ
の
侍
臣
の
み
を
描
い
た
像
に
も
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
初
期

真
宗
に
お
い
て
聖
徳
太
子
が
ど
ん
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
『尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
こ
れ
と
異
な
る
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
の
文
言
は
太
子
先
徳
連
坐
像
の
下
段
に
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
通
規
の
光
明
本

尊
で
は

「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」
の
ほ
う
を
上
段
に
記
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
次
節

で
述
べ
る
が
、
『尊
号
真
像
銘
文
』
は
広
本
と
い
え
ど
も
当
時
流
布
し
て
い
た
す
べ
て

の
銘
を
網
羅
す
る

「決
定
版
」
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

源
信
の
色
紙
型
の
賛
は
、

前
権
小
僧
都
法
眼
和
尚
位
源
信
、
俗
姓
卜
部
、
大
和
国
葛
城
郡
人
也
、
寛
仁
元

年
六
月
十
日
御
入
滅
、
春
秋
七
十
六
、
臨
終
云
、
我
是
古
仏
霊
山
聴
衆
、
化
縁

已
尽
令
還
本
土
矣

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
聖
徳
太
子
の
場
合
と
同
様
、
『尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
こ
れ

と
は
異
な
る
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
通
規
の
光
明
本
尊
は

「尊
号
真
像
銘
文
」
の

文
を
採
用
し
て
い
る
。
あ
る
画
像
の
賛
銘
に
ど
の
文
言
を
採
用
す
る
か
は
、
そ
の
対

象
を
ど
う
い
う
存
在
と
し
て
見
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
初
期
真
宗
に

お
け
る
源
信
の
位
置
と
い
っ
た
も
の
は
、
史
料
不
足
も
あ
っ
て
聖
徳
太
子
に
比
べ
て

今

一
つ
明
確
で
は
な
く
、
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
聖
徳
太
子
の
賛
銘
は
出
処
が
明
ら
か
だ
っ
た
が
、
こ
の
源
信
の

文
に
関
し
て
出
拠
を
明
確
に
し
て
い
る
研
究
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

津
田
徹
英
氏
は

『
天
台
霞
標
』
三
編
巻
之
二
を
参
照
さ
れ
て
、
「西
塔
院
所
い蔵
僧
都

画
像
上
題
曰
、
我
本
古
仏
、
霊
山
聴
衆
、
化
縁
已
尽
、
還
二帰
楽
土
・」
(『大
日
本
仏

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

『十
訓
抄
』
巻
五
ノ
四
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

(小
学
館

『新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
第
五

一
巻

一
八
七
頁
)
。
前
掲
の

『高
僧
和
讃
』
と
の
違
い
は
、
『高
僧
和
讃
』

で
は

「霊
山
聴
衆
」
と
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
が
参
照
し
た
文
献
が
こ
れ
ら
と
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
妙
源
寺
の
光
明
本
尊
の
賛
銘
は
真
仏
の
筆
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
真
仏
も
親
鸞
と
同
じ
文
献
を
見
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
賛

銘
を
ど
の
文
言
に
す
る
の
か
は
親
鸞
が
指
示
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
六

い
ず
れ
も

『尊
号
真
像
銘
文
』
に
見
え
る
の
は
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ

う
。
津
田
徹
英
氏
は
こ
れ
ら
の
賛
を
、
名
号
下
部
←
上
部
1
天
竺

・
晨
旦
部
下
部
!

上
部
I
和
朝
部
下
部
←
上
部
と
い
う
流
れ
で
読
み
解
き
、
和
朝
部
上
部
の
『
選
択
集
』

か
ら
ま
た
名
号
下
部
の

『
正
信
偶
』
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う

「円
環
構
造
」
に
な
っ

て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
和
朝

部
で

「聖
覚
の
文
」
が
下
部
に
書
か
れ

『
選
択
集
』
が
上
部
に
配
置
さ
れ
る
の
は
、

源
空
が
聖
覚
よ
り
上
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
天
竺

・
晨
旦
部
も
同
様

で
あ
る
。
津
田
氏
の
論
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
和
朝
部
は
、
下
段
に

「聖
覚
の
銘
文
」
が
見
え
る
が
、

こ
の
文
は
そ
の
後
の
光
明
本
尊
や
連
坐
像
に
は
見
ら
れ
ず
、
特
異
な
存
在
と
言
え
る
。

妙
源
寺
本
が
制
作
さ
れ
た
時
点
で
は
こ
の
文
が
意
味
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、

そ
の
後
、
聖
覚
の
扱
い
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
通
規
の
光
明
本
尊
で
は
聖

覚
と
信
空
の
位
置
が
本
来
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
移
動
し
て
い
る
し
、
後

述
す
る
よ
う
に

(第
四
節
)
太
子
先
徳
連
坐
像
で
も
き
ち
ん
と
聖
覚
の
意
義
を
理
解

し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
上
段
に
は

『選
択
集
』
ば
か
り
三
文
も
引
か

れ
て
い
て
、
源
空
に
対
す
る
思
い
と
い
っ
た
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
様
を

見
て
も
、
親
鸞
は
源
空
の
背
後
に
控
え
め
に
描
か
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
意
向
が
反
映

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

妙
源
寺
本
の
上
下
の
賛
銘

リ
-

昼

名
号
部

和
朝
部

玄　 曇
生 義 コ 鸞
一̀分 子 の
ま . 寮銘
で 言 浄 文

難4
者　 末
し ま 一一

ヵ、リ
ら　 之
.　 初
必　

“

得　 か

往　 ら

同　 同大
牽 。 転 . 経
“ 必 ゛ 其 ・
ま 得 ま 仏 第
で 超 で 本 十

絶　 願 八
去　 力願
に　 に

か　 か

ら　 ら
¬　 ¬

自　　 自
然　 致
之　 不
所　 退

同　 同 選
能 . 願 . 択
入 当故 夫 集
“ 知 “ 速 ・
ま 生 ま 欲 劈
で 死 で 離 頭

之　 生 の
家　 死 文
に　 に

か　 か
ら　 ら
¬　 ¬

以　 依
信　 仏
為　 本

上

同　 浄
海 . 元 土
`一観 際論
ま 仏 ゛ 。
で 本 ま 世

願 で 尊
力　 我
l　　

一

か　 心
ら　

“

。　 か

功　 ら
徳　 .

大　 広
宝　 大

正

H
プ

即

聖

蒜
で宍

鈍

宍

下

次
に
、
上
下
の
賛
銘
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。



上
下
の
賛
は
連
坐
像
や
通
規
の
光
明
本
尊
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
妙
源
寺
の
も

の
と
比
べ
て
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
光
明
本
尊
の
通
規
の
賛
銘
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

十　 首　 浄　 玄　 安　 曇 聖　 往　 正　 選
我 住 ま 拐 ま 土 で 義 で 楽 浄 鸞 徳 悲 生 来 信 入 択
常毘 で 厳 で 論　 分　 集土 の 太 元 要 如 偶 一̀集
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世　 言　 当‘一文 御 常 . 言 如 で 当
ま 論　 我　 尊　 南　 今 ま 。 廟 照 我 “ 来　 知
で .　 本　 我　 元　 末 で 魏 記 我 亦 ま 所　 生

人　 因　
¯　

者　 法　 末 文 身 在 で 以　 死
能　 地　 心　 “　 “　

高　 “ 彼　 興　 之
念　 -　

“　

か　 か　 斉　 ま 摂　 出　 家
是　 か　

か　　 ら　 ら　 之　 で 取　 世　
“

仏　　 ら　
ら　　

¬　 ¬　 初　　　 之　
“　　

か
“　　　　 ’　

必　 可　
“　　　

中　 か　 ら
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上

同　 同 同 同 同 同　 大
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必　 其 第 第 第 第 利 .
得　 仏 十 十 十 十 ゛ 如
超　 本 一 八 三 二 ま 来
絶　 願 願 願 願 願 で 以
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下

光
明
本
尊
の
通
規
の
賛
銘

さ
れ
た
も
の
や
引
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
『尊
号
真
像
銘
文
』
に
見

え
な
い
も
の
も
あ
る

(21
)o

　

和
朝
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」

と

『往
生
要
集
』
、
『
正
信
褐
』
、
「
選
択
集
」
だ
が
、
「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」
は
既
述

の
よ
う
に
妙
源
寺
本
で
は
色
紙
型
の
中
に
記
さ
れ
て
い
た
し
、
『
正
信
偶
』
の
文
は
妙

源
寺
本
の
名
号
部
下
段
の
賛
の
抜
粋
で
あ
る
。
『選
択
集
』
も
妙
源
寺
本
に
あ
っ
た

が
、
三
文
の
う
ち
表
記
の
文
の
み
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「聖
覚
の
銘
文
」
は
採

ら
れ
ず
、
『往
生
要
集
』
の
文
は
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
光
明
本
尊
が
完
成

さ
れ
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
賛
に
も
改
定
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

こ
で
は
大
経
が
下
段
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
が
下
方
に
描
か

れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
上
段
の
賛
も
お
お
む
ね
画
像
に
近
接
し
た
と
こ
ろ
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
「絵
解
き
」
を
考
慮
し
た
画
面
構
成
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
先

の
妙
源
寺
本
の
場
合
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

三

　

賛
銘
か
ら
見
た
連
坐
像
の
展
開

前
述
の
妙
源
寺
の
も
の
と
比
べ
て
み
る
と
、
追
加
さ
れ
た
文
が
あ
る

一
方
、
削
除

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

四
七

入 源
実 出 空
功 二 聖
徳 門 人
大 偶 真
宝 。 影
海 観 ・
1- 彼 劉
ま 如 官
で 来 讃

本
願
力

か

ら

真

上

皇
太
子
聖
徳
の

銘
文
心

阿
佐
と
日
羅
の

文
W

下

和
朝

(
日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
の
賛
銘

連
坐
像
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
聖
徳
太
子
が
描
か
れ
る

「和
朝

(日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
」
は
、
次
の

よ
う
な
賛
が
上
下
に
記
さ
れ
る
の
が
標
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



た
、
妙
源
寺
本
と
は
異
な
る
賛
を
記
し
た
連
坐
像
な
り
三
幅
の
光
明
本
尊
が
存
在
し

　　

和
朝

(
日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
の
賛
銘

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
存
在
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
ま
た
第
五
節
で
考
え

で
は
、
聖
徳
太
子
を
描
か
な
い

「和
朝

(日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
」
に
は
ど
の

よ
う
な
賛
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

た
だ
し
、
こ
の
賛
が
記
さ
れ
る
の
は
そ
う
多
く
は
な
く
、
上
部
の
賛
が
こ
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
の
は
専
福
寺
本

(k
29
)
と
安
福
寺
本

(臨
30
)
、
順
照
寺
本

(海
38
)

の
み
で
、
康
善
寺
本

(臨
10
)
と
本
照
寺
本

(k
37
)
は

「隆
寛
讃

(劉
官
讃
)
」
だ

け
が
記
さ
れ
て
い
る

(召
o

　

し
か
し
と
も
あ
れ
、
表
記
の
上
質
は
妙
源
寺
の
も
の
と
の

共
通
性
が
な
く
、
光
明
本
尊
の
そ
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
太
子

先
徳
連
坐
像
と
光
明
本
尊
が
違
っ
た
歩
み
を
し
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
し
、
妙
源

寺
本
の
和
朝
部
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
展
開
し
て
太
子
先
徳
連
坐
像
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
現
存
す
る
太
子
先
徳
連
坐
像
の
原
型
に
な
っ

四
八

し
た
連
坐
像
に
賛
銘
が
あ
っ
た
か
否
か
、
こ
れ
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
妙
源
寺
の
光
明
本
尊
に
あ
っ
た
聖
徳
太
子
と
源

信
の
色
紙
型
の
賛
銘
は
、
太
子
先
徳
連
坐
像
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
あ
る

(26)O

　

も
の

に
よ
り
字
句
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
上
下
の
賛
の
残
存
率
に
比
べ

て
著
し
い
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
図
様
の
一
部
分
と
化
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

源
空
聖
人
真
影

・
劉
官
讃

こ
の
二
つ
は
、
前
述
の
よ
う
に
太
子
先
徳
連
坐
像
で
は
上
段
に
記
さ
れ
る
文
言
で
、

両
者
の
影
響
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。先
に
記
し
た
よ
う
に
構
図
の
発
想
は
ま
っ

た
く
異
な
る
も
の
の
、
同
じ

「連
坐
像
」
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
太
子
先
徳
連
坐
像
で
こ
の
文
言
が
見
ら
れ
る
割
合
が
著
し
く
低
い
の
に
対
し

て
、
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
で
は
そ
の
割
合
が
や
や
高
い
。

も
っ
と
も
、
特
殊
な
も
の
も
多
く
、
後
掲
の
表
6
に
記
し
た
よ
う
に
。
来
生
寺
本

る
と
し
よ
う

(S)。

下
部
の
文
は
、
『尊
号
真
像
銘
文
』
所
収
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
記
す
の
は
三
十
六

点
中
十
例

公
)
で
あ
る
。
上
賛
も
同
じ
だ
が
、
賛
を
有
し
な
い
も
の
は
伝
え
ら
れ
る

間
に
損
傷
し
た
か
。
あ
る
い
は
当
初
か
ら
な
か
っ
た
も
の
か
。
こ
う
し
た
こ
と
に
関

連
し
て
宮
崎
圓
遵
氏
は

「銘
文
と
い
う
も
の
に
対
す
る
関
心
が
時
代
と
と
も
に
薄
弱

と
な
っ
て
い
る
(ご

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
う
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
通
規
の
下
賛
が
記
さ
れ
る
遺
例
の
年
代
ご
と
の
比
率

を
調
べ
て
み
る
と
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
比
率
が
目
立
っ
て
少
な
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
十
四
世
紀
で
は
太
子
連
坐
像
の
総
数
七

点
中
二
例
に
賛
銘
が
あ
り
、
比
率
は
二
八
%
、
十
五
世
紀
は
十
八
点
中
五
例
で
二
七

%
、
十
六
世
紀
は
八
点
中
二
例
で
二
五
%
と
、
ほ
ほ
横
ば
い
な
の
で
あ
る
。
手
本
に

下入
出
二
門
偶

「観
彼
如
来
本
願
力
」
か
ら

「真

実
功
徳
大
宝
海
」
ま
で



四

　

太
子
先
徳
連
坐
像
に
お
け
る
源
空
以
下
の
先
徳
像

(k
58
)
や
円
光
寺
本

(k
67
)
な
ど
に
は

『選
択
集
』
の

「当
知
生
死
之
家
」
の
文

　　

め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

が
見
ら
れ
、
『
正
信
偶
』
を
記
す
も
の
も
あ
る

(万
福
寺
本
、
厖
68
)
。
『
選
択
集
』
や

『
正
信
偶
』
の
文
は
光
明
本
尊
に
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
関
係
で
考
え
る
こ
と
が
で
き

　　

信
空
と
聖
覚
の
位
置
と
そ
の
意
味

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
例
で
そ
の
影
響
関
係
は
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
{27}O

ま
ず
、
信
空
と
聖
覚
に
つ
い
て
は
、
描
か
れ
る
も
の
が
多
数
派
で
あ
る

(×
は
描

か
れ
て
い
な
い
も
の
)
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
は
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
本
来
的
な
の

は
、
○
を
付
け
た
、
源
空
の
す
ぐ
下
に
描
か
れ
る

「春
属
と
し
て
の
扱
い
」
だ
ろ
う
。

妙
源
寺
の
光
明
本
尊
が
こ
の
図
様
で
あ
る
。
光
明
本
尊
で
は
そ
の
後
そ
れ
が
崩
れ
、

源
信
の
す
ぐ
下
に
信
空
と
聖
覚
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
太
子
先
徳
連
坐
像
で
そ

う
し
た
崩
れ
が
な
い
も
の
は
、
信
空
と
聖
覚
を
描
く
意
味
と
い
う
の
が
き
ち
ん
と
分

か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
の
中
に
△
を
付
け
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
標
準
の
図
様
か
ら
い
う
と
当

然
信
空
と
聖
覚
で
あ
る
は
ず
の
像
が
異
な
る
人
物
名
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
妙
安
寺
本

(k
12
)
は
信
海
と
真
仏
、
熊
谷
基
氏
本

(旅
42
)
は
是
明
と

是
信
、
菅
原
辰
夫
氏
本

(旅
44
(J

は
実
念
と
信
空
と
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
信
空
と
聖
党
の
意
味
が
分
か
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
た
だ
単
に
源

信
像
の
両
脇
に
置
か
れ
た
賛
銘
の
せ
い
で
信
空
と
聖
覚
の
位
置
が
変
わ
ら
な
か
っ
た

だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
太
子
先
徳
連
坐
像
で
は
源
信
の
両
脇
の
色
紙

型
の
賛
銘
が
残
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
図
が
制
限
さ
れ
た
、
た
だ
単
に
技
巧

的
な
こ
と
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
印
を
付
け
た
の
は
、
信
空
と
聖
覚
の
本
来
的
な
位
置
が
崩
れ
、
源
空
が
離
れ
た

四
九

さ
て
、
い
よ
い
よ
図
様
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
聖

徳
太
子
を
描
か
な
い

「和
朝

(日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
」
で
は
通
例
、
左
上
に
源

空
を
配
置
し
、
そ
の
右
下
に
親
鸞
、
あ
と
は
左
右
交
互
に
先
徳
が
次
第
し
て
い
っ
て

い
る
。
源
空
か
ら
の
次
第
相
承
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
構
図
と
言
え
る
。
こ
れ
に

対
し
て

「和
朝

(日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
」
は
、
通
例
は
時
間
が
下
か
ら
上

へ
と

流
れ
て
い
る
の
で
、
源
空
の
右
上
に
親
鸞
、
そ
し
て
先
徳
た
ち
を
左
右
交
互
に
上
の

ほ
う

へ
描
く
な
ら
ば
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
と
同
じ
く
、
源

空
か
ら
の
相
承
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う

し
た
構
図
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
意
外
に
少
な
い
の
で
あ
る
。

表
5

(次
頁
)
に
示
し
た
の
は
、
太
子
先
徳
連
坐
像
の
、
信
空
と
聖
覚
の
有
無
と

描
か
れ
る
位
置
、
先
徳
た
ち
の
状
態
、
さ
ら
に
は
源
空
と
親
鸞
の
様
子
な
ど
を
ま
と

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

源
空
か
ら
の
次
第
相
承



表5　 和朝 ( 日本) 太子先徳連坐像における源空と先徳たち

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

五
〇

19

20

○源空は離れた位置

○源空音属 と しての

扱い

○源空は離れた位置

○源空は離れた位置

○源空は離れた位置

○

○源空は離れた位置

称名寺

聖徳寺

○

○源空省属と しての

扱い

願生寺

照光寺

立蓮寺

勝鬘皇寺

西方寺

西蓮寺

専福寺

無為信寺

瑞泉寺

21

22

23

24

25

26

9

10

11

12

13

×

○源空費属 と しての

扱い
×

△寺伝は違 う人物名

○源空省属と しての

扱い

○源空は離れた位置

○源空は離れた位置

○源空は離れた位置

○源空省属と しての

扱い

○源空は離れた位置

源空他5名が左右交互に、上一下 D ’       椅子 ・礼盤

源空は中央、その右横に親鸞、 E        椅子 ・畳

あとは4名が左右交互に

源空他9名が左右交互に D        礼盤 ・ネL盤

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・ ?

源空は中央、 あ とは6名 E        椅子 ・礼盤

が左右交互に

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

5名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

源空は中央、その右横に親鸞、 C  17、 20、 22 椅子 ・礼盤

あとは4名が背後に        同じ様式

4名の先徳の中央に源空、その A        椅子 ・畳

上部にさらに2名

像主判然とせず     一        ? ・畳

源空は中央、 その右横に C  17、 20、 22 椅子 ・礼盤

親鸞、 その上部に2 名、    同じ様式

さらに最上部に3名

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

源空は中央、その右横に親鸞、 C  17、 20、 22 椅子 ・礼盤

他5名が群像として背後に      同じ様式

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・礼盤

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

5名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・礼盤

源空は上部右、 その右下 特殊       畳 ・畳

に親鸞、 他 2名左側

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

5名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・礼盤

源空と親鸞が左右に対座、他19 B  29、 30、 38 椅子 ・礼盤

名が群像として背後に       画工同じ

源空と親鸞が左右に対座、他13 B  29、 30、 38 椅子 ・礼盤

名が群像として背後に       画工同じ

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・礼盤

源空は上部中央、 以下5  、       椅子 ・畳

名が左右交互に、 上一下 
E

4名の先徳の中央に源空 A        椅子 ・畳

安照寺

康善寺

14

15

16

17

18 安養寺

枕石寺

妙安寺

林光寺

福源寺

大正寺

安養軒

長命寺

源空と親鸞が左右に対座するの 特殊

み、他の先徳抹消か

源空と親鸞が左右に対座、他8 B

名が群像として背後に

源空他8名の先徳が左右 D

交互に
源空他9名の先徳が左右 D

交互に

源空と親鸞が並ぶ、他 11 特殊

名、 ほとんど真向き

源空は上部中央、 以下2 E ’

名が左右交互に、 上一下

4名の先徳の中央に源空 A

4名の先徳の中央に源空 特殊

29、 30、 38 椅子 ・礼盤

画工同じ

39、40共通 畳 ・畳

する構図

39、40共通 礼盤 ・礼盤

する構図
畳 ・畳

A

E

35 光教寺   ○源空は離れた位置

36 照厳寺   ○源空は離れた位置

37 本照寺   ×

38 順照寺   ○源空音属と しての

扱い

39 浄心寺  ×

40 宝田院   ×

41 西善寺   ×

42 熊谷基氏  △銘が通常と異なる

43

44

平野昌氏

菅原辰夫氏

椅子 ・畳

椅子 ・畳

礼盤 ・ ×

○源空は離れた位置

△銘が通常と異なる

30 安福寺 ×

○源空は離れた位置

○源空は最上部

○源空省属と しての

扱い

○源信の下に位置

27

28

29

×

×

源空 と親鸞が左右に対

座、 他7名が群像として

4名の先徳の中央に源空

源空は上部中央、 以下2

名が左右交互に、 上一下

椅子 ・畳

椅子 ・畳

礼盤 ・礼盤

31 安養寺

32 専精寺

33 願楽寺

34 乗念寺 B　　 光明本尊の　 椅子 ・礼盤

一部



と
つ
で
あ
る
。
源
信
と
信
空

・
聖
覚
の
位
置
が
接
近
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
あ
る
い

は
、
こ
の
両
名
が
源
信
の
春
属
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
こ
の
よ
う
な
図
様
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る

(29)O

　

果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
構
図
の
場
合
、
源
空
は
ほ
と
ん
ど
が
親
鸞
以
下
数
名
の
人
物
像
の
中
央
に
描

か
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
源
空
の
周
り
を
先
徳
た
ち
が
取
り
囲
ん
で
い
る
図

様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
図
は
信
空

・
聖
覚
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
源
空
の
教
え
を
門
徒
が
等
し
く
享
受
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
初
期
真
宗
の
中
で
源
空
が
い
か
に
重
ん

じ
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
図
様
も
そ
う

し
た
こ
と
の
表
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
早
島
氏
の
考
察
は
当
た
っ
て
い

な
い
と
考
え
る
。

○
印
を
付
け
た
構
図
を
取
る
も
の
は
三
十
六
点
中
十
七
例
を
数
え
る
。
こ
れ
に
対

し
て
○
印
の
方
は
七
例
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
初
期
の
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
は
信

空
・聖
覚
は
さ
て
お
き
、
「源
空
」
が
大
事
だ
っ
た
こ
と
が
こ
の
数
字
か
ら
も
窺
え
よ

う
。
な
お
、
○
印
を
付
け
た
構
図
の
年
代
ご
と
の
比
率
を
見
て
み
る
と
、
十
四
世
紀

後
期
が
二
五
%
、
十
五
世
紀
初
期
が
六
三
%
、
中
期
は
五
○
%
、
十
六
世
紀
中
期
も

五
〇
%
、
後
期
も
同
様
の
比
率
で
あ
る
。

位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
早
島
有
毅
氏
は
こ
う
し
た
構
図
に
つ
い
て
、
「源
空
が
信

　　

和
朝

(
日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
の
分
類

空

・
聖
覚
と
い
っ
た
券
属
か
ら
離
れ
、
親
鸞
よ
り
上
部
に
位
置
す
る
の
が
特
徴
の
ひ

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

源
空
と
諸
先
徳
の
描
か
れ
る
位
置
関
係
の
違
い
に
よ
っ
て
、
分
類
を
試
み
て
み
た
。

ま
ず
、
A
と
し
た
の
は
、
先
述
の
よ
う
な
四
、
五
名
の
先
徳
の
中
央
に
源
空
が
描

か
れ
る
例
で
あ
る
。
十
五
例
と
最
も
多
く
な
っ
た
。
太
子
先
徳
連
坐
像
と
し
て
一
番

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
構
図
は
こ
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
構
図
で
は
。
源
空

を
取
り
囲
む
先
徳
た
ち
の
序
列
は
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
先
に

も
述
べ
た
よ
う
な
、
真
宗
門
徒
の
源
空
尊
崇
の
思
い
と
い
っ
た
も
の
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
徳
た
ち
の
次
第
相
承
が
二
の
次
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
B
と
し
て
分
類
し
た
も

の
に
も
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
B
は
、
源
空
と
親
鸞
が
対
座
し
、
そ
の
背
後
に
相
当

数
の
先
徳
を
描
く
も
の
で
あ
っ
て
、
先
徳
た
ち
は
群
像
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
が

左
右
交
互
に
描
か
れ
れ
ば
そ
の
序
列
も
明
確
だ
が
、
B
の
よ
う
な
構
図
で
は
序
列
と

い
う
意
識
は
希
薄
で
あ
ろ
う
。
源
空
と
親
鸞
の
系
譜
に
皆
が
連
な
っ
て
い
る
、
と
い

う
感
じ
で
あ
る
。
乗
念
寺
本

(池
34
)
は
光
明
本
尊
の
一
部
だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら

B
の
構
図
は
光
明
本
尊
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
と
の
専
福
寺
本

(W
一29
)
、
安
福
寺
本

(恥
30
)
、
順
照
寺
本

(池
38
)
は
同
系
統
の
画
工
の
手
に
な
る

と
い
う
。

C
は
、
や
は
り
源
空
と
親
鸞
が
対
座
す
る
も
の
の
、
源
空
の
位
置
は
中
央
付
近
に

な
っ
て
い
る
。
先
徳
の
序
列
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
A
の
構
図
か
ら
源
空
の

位
置
を
下
げ
、
源
空
の
左
下
に
人
物
を
描
か
な
い
構
図
と
も
言
え
る
。
C
は
善
性
系

五

一
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の
作
品
で
あ
る。

以
上
に
対
し
て
D
は、

源
空
以
下
の
先
徳
た
ち
が
左
右
交
互
に
描
か
れ
る
形
で
あ

る。

先
徳
の
次
第
を
意
識
し
た
構
図
と
言
え
る。

太
子
先
徳
連
坐
像
で
は
源
空
像
は

ほ
と
ん
ど
が
椅
子
に
座
る
図
様
だ
が、

D
で
は
畳
か
礼
盤
に
正
座
す
る
姿
に
な
っ

て

い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る

を。

妙
源
寺
本
の
光
明
本
尊
の
源
空
像
は
こ
の
形
式
だ

が、

通
規
の
光
明
本
尊
で
は
椅
子
に
な
っ

て
お
り、

こ
の
方
が
主
流
で
あ
る。

正
座

式
は
太
子
を
描
か
な
い
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
で
も
少
数
派
に
留
ま
っ

て
い
る
（
源

空
の
座
り
方
の
問
題
は
次
節
で
詳
述
す
る）
。

D
が
源
空
を
左
寄
り
に
配
す
る
の
に
対
し
て、

E
は
中
央
に
描
く
も
の
で
あ
る。

後
の
先
徳
は
左
右
交
互
に
描
か
れ、

序
列
を
明
確
に
し
て
い
る
が、

源
空
へ
の
思
い

が
D
と
は
や
や
異
な
っ

て
い
よ
う。

E
と
し
た
三
例
は
先
徳
が
上
か
ら
下
へ

次
第
す

る
も
の
で、

先
徳
が
二
名
の
場
合、

源
空
と
と
も
に
こ
の
部
分
を
取
り
出
す
と、

康

善
寺
本
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
（
恥
臼
）

の
構
図
に
な
る。

以
上
の
よ
う
に
分
類
を
試
み
た
が、

先
徳
の
次
第
相
承
を
強
調
し
た
も
の
は
D
と

E
で
あ
り、

わ
ず
か
九
例
に
過
ぎ
な
い。

連
坐
像
と
い
う
と、

一

見、

門
弟
の
相
承

を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
が、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る。

こ
れ
は
光
明
本
尊
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

光
明
本
尊
は
仏
光
寺
派
で

は
「
絵
系
図」

と
併
用
さ
れ
た
た
め、

同
じ
よ
う
な
発
想
の
下
に
作
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
そ
う
だ
が

さ、

光
明
本
尊
の
先
徳
た
ち
は
B
と
同
じ
く
群
像
の
形
で
描
か
れ

て
お
り、

次
第
は
明
確
と
は
言
え
な
い。

こ
う
し
た、

い
わ
ば
「
光
明
本
尊
的」

な

先
徳
の
描
か
れ
方
に
関
し
て、

津
田
徹
英
氏
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
相
対
し
な
が
ら
相
承

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

次
第
を
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
示
し
て」

い
る
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
が、

如
何
で
あ
ろ

う
か。

筆
者
に
は
そ
う
し
た
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト」

は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い。

光
明

本
尊
作
成
の
原
意
は、

次
第
相
承
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

さ。

玉

和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
の
構
成
と
血
脈
相
承

和
朝
（
日
本）

高
僧
先
徳
連
坐
像
の
図
様
の
特
色

で
は、

聖
徳
太
子
を
描
か
な
い
連
坐
像
に
は
ど
ん
な
特
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か。

表
6
（
次
頁）

に
は
「
和
朝
（
日
本）

高
僧
先
徳
連
坐
像」

の
図
様
な
ど
を
ま
と

め
て
み
た。

ほ
と
ん
ど
同
じ
構
成
を
と
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る。

源
空
像
は
椅
子

に
座
る
の
が
主
流
で
あ
る。

こ
れ
に
対
し
て
親
鷲
は、

概
ね
礼
盤
に
正
座
し
て
い
る。

親
鷺
の
座
具
は、

表
5
に
記
し
た
よ
う
に、

太
子
先
億
連
坐
像
で
は
礼
盤
が
十
六
倒、

畳
に
座
る
方
が
多
い。

畳
と
礼
盤
で
は、

礼
盤
の
方
が
親
鷲
の
神
格
化
が
進
ん
で
い

る
と
考
え
ら
れ、

こ
の
方
が
新
し
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が、

実
際
に
は
古
い

作
品
で
も
礼
盤
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り、

こ
れ
だ
け
で
太
子
先
徳
連
坐
像
の
ほ

う
が
高
僧
先
徳
連
坐
像
よ
り
も
成
立
が
古
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

な
お、

高

僧
先
徳
連
坐
像
は
聖
徳
太
子
や
源
信
を
描
か
な
い
分、

ほ
と
ん
ど
が
多
数
の
先
徳
を

描
い
て
お
り、

し
か
も
左
右
交
互
に
配
す
る
も
の
が
多
い。

製
作
の
意
図
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う。

五



鮭と熊の座昿　　　　　　 戮銘

椅子 ・礼盤　 上 : 選択集か、 下 : 不明

椅子 ・礼盤　 な し

椅子 ・礼盤　 な し

椅子 ・礼盤　 上 : 劉官讃、 下 : 二門価

椅子 ・礼盤　 な し

椅子 ・礼盤　 な し

椅子 ・礼盤　 上 : 劉官讃、 下 : 二門偶

椅子 ・礼盤　 な し

礼盤 ・礼盤　 上: 正信偶・劉官讃、下: なし

畳　 ・畳　　 上: 選択集・二門気 下:血脈執持文

椅子 ・礼盤　 上: 二門偏・劉官讃、下: 正信価

例
に
見
ら
れ
る

(表
3
参
照
)
。
こ
の
名

　　

源
空
が
正
座
す
る
連
坐
像

は
太
子
先
徳
連
坐
像
の
康
善
寺
本

(翫

10
)
に
も
見
ら
れ
る
が
、
表
5
で
E
に

分
類
し
た
よ
う
に
、
次
第
相
承
を
重
ん

じ
る
構
図
で
あ
る
。
こ
の
門
徒
の
特
色

が
窺
え
よ
う
。

そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「如

信
-
覚
如
」
と
い
う
系
統
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
覚
如
は

「
三
代
伝
持
の
血

脈
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
を

図
像
の
上
に
表
現
し
た
の
が
、
西
本
願
寺

蔵
に
な
る
善
導
源
空
親
鸞
の
連
立
像
(k

52
)
と
親
鸞
如
信
覚
如
の
連
坐
像

(k

69
)
で
あ
り
、
そ
れ
を

一
幅
に
ま
と
め
た

も
の
も

『存
覚
袖
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

(33)O
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
に
お
け
る
本

願
寺
系
統
の
作
例
は
本
善
寺
本

(池
66
)

五

四

と
円
光
寺
本

(臨
67
)
だ
が
、
礼
盤
と
畳
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
二
例
と
も
源
空

が
正
座
す
る
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
他
の
も
の
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
連
坐
像
は
、
ど

の
よ
う
な
門
徒
が
依
用
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
「明
教
」
と
い
う
名
が
三

こ
こ
で
眼
を
太
子
先
徳
連
坐
像
に
転
じ
て
み
る
と
、
源
空
が
正
座
す
る
の
は
阪
11
、

26
、
37
、
39
~
41
、
そ
し
て
k
44
で
あ
る

(表
5
)
。
特
殊
な
も
の
以
外
は
D
に
分
類

し
た
も
の
ば
か
り
で
、
源
空
が
正
座
す
る
の
は
次
第
相
承
を
重
ん
じ
る
構
図
に
多
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
光
明
本
尊
で
は
、
通
規
の
も
の
は
圧
倒
的
に
椅
子
が

多
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
光
明
本
尊
は
、
基
本
的
に
は
次
第
相
承
を
第

一
義

に
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
光
明
本
尊
で

源
空
が
正
座
す
る
の
は
例
え
ば
本
誓
寺
本

(k
12
)
や
春
木
盛
正
氏
本

(臨
一13
)
、
光

用
寺
本

(k
41
)
だ
が
、
こ
れ
ら
は
通
規
の
先
徳
の
描
か
れ
方
と
異
な
り
、
二
列
に

左
右
交
互
に
先
徳
を
描
い
て
い
て
、
次
第
相
承
に
力
点
を
置
い
た
構
図
と
な
っ
て
い

る
。
正
座
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
こ
う
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
(34)

が
、
光
明
本
尊
で
も
次
第
相
承
を
重
ん
じ
る
も
の
は
源
空
が
正
座
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

連
坐
像
と
光
明
本
尊
に
お
け
る
源
空
の
座
り
方

(椅
子
か
正
座
か
。
正
座
の
場
合

は
畳
か
礼
盤
か
は
無
視
す
る
)
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

67 円光寺 先徳3名を左右交互に

68 万福寺 先徳 19名を左右2列に 蓮如裏書あり

所蔵者　 源空と先徳の位置関係

来生寺　 先徳 10名を左右交互に

称念寺　 先徳6名を左右交互に

南泉寺　 先徳6名を左右交互に

康善寺　 先徳2名

善性寺　 先徳4名を左右交互に

k
-

58

59

60

61

62

63

64

65

66

表6　 和朝 ( 日本) 高僧先徳連坐像の図様と賛銘

備考

親鸞のみ大き く 描く

善性寺　 先徳4名を左右交互に　　 内2名は女性

上宮寺　 先徳4名を左右交互に

長称寺　 先徳4名を左右交互に

本善寺　 先徳6名を左右交互に



す
な
わ
ち、

連
坐
像
や
光
明
本
尊
に
お
い
て
は、

最
古
の
妙
源
寺
の
光
明
本
尊
が、

源
空
が
正
座
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

主
流
と
な
っ

て
い
る
の
は

椅
子
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

第
三
節
で、

太
子
先
徳
連
坐
像
の
原
型
に
な
っ

た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
連
坐
像
な
り
三
幅
の
光
明
本
尊
が
存
在
し
て
い
た
可
能

性
に
つ
い
て
示
唆
し
た
が

こ
う
し
た
図
様
を
見
て
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
よ
う
に

思
わ
れ
る。

そ
れ
は、

推
測
す
る
に、

妙
源
寺
本
和
朝
部
と
は
違
っ

て
源
空
が
椅
子

に
座
る
形
式
の
も
の
で
あ
っ

て、

こ
れ
が
光
明
本
尊
へ

と
展
開
し、

ま
た
太
子
先
徳

連
坐
像
と
な
り、

高
僧
先
徳
連
坐
像
の
源
空
の
図
様
に
反
映
さ
れ
て
い
く
基
本
形
に

な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
そ
の
展
開
過
程
で、

次
第
相
承
を
重
ん
じ
る
グ
ル
｜

プ
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
た
も
の
は
王
座
ス
タ
イ
ル
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る。

本
願
寺
系
統
の
連
坐
像
と
覚
如

し
か
し、

同
じ
よ
う
に
次
第
相
承
を
表
し
て
い
る
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
で、

本

願
寺
系
統
は
正
座
な
の
に、

そ
れ
以
外
は
椅
子
で
あ
る
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か。

先
に
述
べ

た
明
教
の
系
統
は
東
北
に
展
開
し
た
よ
う
な
の
で、

そ
の
地
方
の
主
流
た

る
椅
子
が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。

本
願
寺
系
統
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
よ
う。

源
空
が
正
座
す
る
姿
で
描
か
れ
る
の
は、

他
に
「
震
日一
和
朝
（
中
国
・

日
本）

高

僧
先
徳
連
坐
像」

に
も
何
例
か
見
ら
れ
る。

善
導
の
口
か
ら
仮
仏
が
出
て
い
る
よ
う

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

図
7

源
空
が
椅
子
に
座
る
例

長
称
寺
本
（
品川
町山
）

図
8

源
空
が
正
座
す
る
例

円
光
寺
本
（
h
U
）

に
描
か
れ
る
の
が
特
徴
で、

多
く
は
真
仏
｜
専
海
｜
円
善
｜
如
道
の
系
統
で
あ
り
（
尚

UA

1

日
）

こ
の
門
流
の
特
色
と
言
え
る
s
z

最
古
の
例
は
奈
良
県
の
瀧
上
寺
の
も

の
（
尚
臼
）

で、
『
存
覚
袖
日
記』

の
時
点
で
修
復
さ
れ
た
と－
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
相
当
古
い
も
の
ら
し
く、

鎌
倉
末
期
十
四
世
紀
初
頭
を
降
ら
な

五
五
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い
と
さ
れ
る

(36
)O

　

『存
覚
袖
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
上
段
に

『玄
義
分
』
言
南
無
者
の

文
が
、
下
段
に

『
選
択
集
』
生
死
之
家
の
文
と

『
入
出
二
門
偶
』
の
文
が
記
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
下
段
の
賛
は
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
円
光
寺
本

(k
67
)
の

上
段
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
、
第
三
節
に
述
べ
た
和
朝
高
僧
先
徳
連

坐
像
の
標
準
と
考
え
ら
れ
る
賛
銘
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
円
光
寺
本
は
覚
如
の
筆
跡

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
(37)、
覚
如
は
瀧
上
寺
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
本
願
寺
系
統
で
は
源
空
が
正
座
す

る
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
と
考
え
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
覚
如
の

「三
代
伝
持
」
の
主
張

i
)
は
、
『
口
伝
紗
』
で
初
め
て

示
さ
れ
、
『改
邪
紗
』
で
補
強
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「改
邪
紗
」
の
所
破
の
対
象
は

主
と
し
て
仏
光
寺
派
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
仏
光
寺
派
の
特
質
は
「血

脈
」
の
重
視
に
あ
る
と
さ
れ
る

(39)O

　

し
か
し
、
こ
の
派
で
多
く
依
用
さ
れ
た
光
明
本

尊
は
、
既
述
の
よ
う
に
次
第
相
承
を
第

一
議
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
し
、
了
海
の

『
還
相
回
向
聞
1　
』
や

『他
力
信
心
聞
書
』
は

「善
知
識
」
を
重

ん
じ
て
は
い
る
が
、
「血
脈
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い

{40}O

　

仏
光
寺
派
で

「次
第
相

承
」
と
か

「血
脈
」
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
よ
り
時
代
が
下
が
り
、

名
帳
や
絵
系
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
派
で
は
、
「血
脈
」
と
い
う
考
え
を
導

入
す
る
に
当
た
り
、
視
覚
的
に
は
そ
れ
を
横

へ
た
ど
る
方
式
を
採
用
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
時
す
で
に
光
明
本
尊
の
形
式
が
完
成
さ
れ
て
い
た
た
め
。
新
た

な
方
式
が
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
覚
如
は
、
本
願
寺
の

「血

脈
」
を
主
張
す
る
に
当
た
っ
て
、
著
作
の
み
な
ら
ず

(41)
視
覚
に
も
訴
え
る
も
の
と

五
六

し
て
、
上
か
ら
下
へ
縦
に
連
な
る
構
図
を
考
案
し
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
と
思

わ
れ
る
。

上
来
、
和
朝
の
先
徳
を
描
く
連
坐
像
を
中
心
と
し
て
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
様
々

な
図
様
が
あ
る
連
坐
像
の
全
容
を
解
明
す
る
に
は
程
遠
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
幾
分
か
は
新
味
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

本
稿
で
考
え
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。

1
、

聖
徳
太
子
を
描
く

「和
朝

(日
本
)
太
子
先
徳
連
坐
像
」
と
描
か
な
い

「和
朝

(日
本
)
高
僧
先
徳
連
坐
像
」
と
で
は
、
成
立
時
点
か
ら
発
想
が
異
な
っ
て
お
り
、

依
用
し
た
門
徒
群
も
違
っ
て
い
る
。
太
子
先
徳
連
坐
像
は
光
明
本
尊
と
の
関
係
が

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
展
開
を
遂
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

2
、

光
明
本
尊
や
太
子
先
徳
連
坐
像
の
最
古
の
作
例
は
妙
源
寺
の
三
幅
か
ら
な
る
光

明
本
尊
だ
が
、
名
号
を
中
尊
に
し
て
和
朝
部
と
天
竺

・
晨
且
部
を
観
音
勢
至
に
配

当
す
る
こ
の
遺
例
の
上
下
の
賛
や
源
空
の
描
か
れ
よ
う
は
、
後
の
も
の
に
受
け
継

が
れ
て
お
ら
ず
、
他
に
、
通
規
の
太
子
先
徳
連
坐
像
や
光
明
本
尊
の
原
型
と
な
っ

た
も
の
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

3
、

和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
の
賛
は
太
子
先
徳
連
坐
像
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
発

想
が
異
な
る
と
は
言
う
も
の
の
、
影
響
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

お
わ
り
に



4
、

太
子
先
徳
連
坐
像
で
は
、
先
徳
た
ち
は
源
空
を
取
り
囲
ん
で
い
る
よ
う
に
描
か

れ
た
り
、
群
像
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
り
す
る
も
の
が
多
く
、
次
第
相
承
を
強

調
す
る
図
様
を
取
る
も
の
は
少
数
派
で
あ
る
。
こ
れ
は
光
明
本
尊
の
図
様
も
同
じ

で
あ
る
。
源
空
の
座
り
方
は
、
両
者
と
も
次
第
相
承
派
以
外
は
椅
子
に
座
る
形
式

を
と
る
の
が
主
流
で
あ
る
。

5
、

こ
れ
に
対
し
て
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像
は
、
先
徳
を
左
右
交
互
に
次
第
す
る
よ

う
に
描
い
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
は
相
承
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
本
願
寺
系
統
は

こ
れ
を
依
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
仏
光
寺
派
が

「血
脈
」
を
横
に
連
ね

る

「絵
系
図
」
を
考
案
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
縦
の
構
図
を
取
り
入

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
略
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
た
が
、
残
さ
れ
た
問
題
も
数
多
い
。
ま
た
、

本
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
天
竺

・
晨
且
の
高
僧
先
徳
の
連
坐
像
も
考
え
な
く
て
は
な
る

ま
い
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

か
ら
の
転
載
で
あ
る
。

(4
)
「真
宗
重
宝
聚
英
」
第
八
巻
に
は

「天
竺
震
旦

(イ
ン
ド
・中
国
)
高
僧
連
坐
像
」
と

い
う
項
目
の
も
と
に
七
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

(表
1
の
④
)
。

(5
)
満
性
寺
本

(k
6
)
と
青
巌
寺
本

(k
8
)
。
た
だ
し
、
青
巌
寺
本
の
札
銘
は
書
き
直

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(平
松
令
三
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
)
。
こ
れ
は
善
導
の
口
か

ら
化
仏
を
出
す
図
様
だ
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
専
海
-
円
善
-
如
道
の
系
統
に
見
ら
れ
る

(第
五
節
で
述
べ
る
)
。

(6
)
小
山
正
文

「三
河
念
仏
相
承
日
記
の

一
考
察
」
(『
日
本
歴
史
』
三
九

て

一
九
八
〇
年
)

(7
)
『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
二
巻
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
光
明
本
尊
六
十
六
点
の
内
、
仏
光
寺

派
の
も
の
は
三
十

一
例
あ
る
。

(8
)
福
嶋
崇
雄

「了
源
上
人
門
弟
考
-
近
畿
を
中
心
と
し
て
I
」
(佛
光
寺
教
学
研
究
会
編

『佛
光
寺
の
歴
史
と
教
学
』
真
宗
佛
光
寺
派
宗
務
所
、

一
九
九
六
年
)
。

(9
)
津
田
徹
英

「光
明
本
尊
考
」
(『美
術
研
究
』
三
七
八
、
二
〇
〇
三
年
)
。

(10
)
宮
崎
圓
遵

「光
明
本
尊
の
構
成
」
(著
作
集
第
四
巻

『真
宗
史
の
研
究

(上
)
』
思
文

閣
、

一
九
八
七
年
)
。

(11
)
註

(3
)
に
同
じ
。

(12
)
林
幹
倆

『太
子
信
仰
-
そ
の
発
生
と
発
展
-
』
《日
本
人
の
行
動
と
思
想
13
》
(評
論

社
、

一
九
八

一
年
)

　

一
五
五
頁
参
照
。

(13
)
小
山
正
文

「親
鸞
見
写
の
廟
堀
褐
」
(『親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
)
。

な
お
、
小
山
氏
は
こ
の
論
文
の
中
で
、
親
鸞
が
得
た
と
い
う

「磯
長
夢
告
」
に
言
及
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
拙
稿

「再
論

　

伝
親
鸞
作

『
三
夢
記
』
の
真
偽

に
つ
い
て
」
(『高
田
学
報
』
九
二
、
二
〇
〇
四
年
)
参
照
。

(14
)
『上
宮
太
子
廟
参
拝
記
文
』
の
記
述
そ
の
ま
ま
だ
と
中
尊
が
太
子
で
、
左
右
に

「無
量

寿
如
来
」
と

「得
大
勢
至
菩
薩
」
と
い
う
配
置
に
な
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
真
宗
と
し

て
は
如
何
か
と
い
う
思
い
が
働
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

(一D
)
註

(10
)
に
同
じ
。

(16
)
宮
崎
圓
遵

「聖
徳
太
子
略
絵
伝
に
つ
い
て
」
(著
作
集
第
七
巻

『仏
教
文
化
史
の
研

究
』
思
文
閣
、

一
九
九
〇
年
)
。

(17
)
こ
れ
と
直
接
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
般
に
真
宗
は
聖
徳
太
子
信
仰
を
手
が

が
り
に
し
て
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
関
東
に
は
親
鸞
以
前
の
太
子
信
仰
の
遺

例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
真
宗
門
徒
が
太
子
信
仰
を
広
め
た
と
考
え
た
ほ

五
七

註

(1
)
早
島
有
毅

「総
説

　

高
僧
連
坐
像
」
(『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
八
巻

「高
僧
連
坐
像
」

同
朋
舎
、

一
九
八
八
年
)
。
以
下
、
連
坐
像
は
基
本
的
に
こ
の
書
に
よ
り
、
そ
の
図
版

k
を
付
す
。
掲
載
し
た
連
坐
像
の
図
版
も
同
書
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。

(2
)
た
だ
し
、
中
に
は
変
則
的
な
図
様
の
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
安
養
寺
本

(廠
31
)
に

は
聖
徳
太
子
絵
伝
の

一
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
し
、
菅
原
辰
夫
氏
所
蔵
の
も
の

(廠

4　1
)
に
は
源
信
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

(3
)
平
松
令
三

「総
説
」
(『真
宗
重
宝
聚
英
』
第
二
巻

「光
明
本
尊
」
同
朋
舎
、

一
九
八

七
年
)
。
以
下
、
光
明
本
尊
は
こ
の
書
に
よ
り
。
そ
の
図
版
臨
を
付
す
。
図
1
も
同
書

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
四
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

五
八

う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
を
今
井
雅
晴
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る

(「関
東

　　　　

て
I
」
(著
作
集
第
四
巻

『真
宗
史
の
研
究

(上
)
』
思
文
閣
、

一
九
八
七
年
)。

教
団
の
木
像
本
尊
」
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

『教
学
研
究
所
紀
要
』
六
、
一
九
九
八
年
)
。

　　

(26
)
聖
徳
太
子
の
賛
を
記
さ
な
い
の
は
、
安
養
寺
本

(k
31
)
。
乗
念
寺
本

(池
34
)
、
光

(18
)
註

(3
)
に
同
じ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教
寺
本

(政
35
)
。
臨
31
は
聖
徳
太
子
の
略
絵
伝
が
記
さ
れ
る
特
殊
な
も
の
。
池
34
は

(19
)
『定
本

　

親
鸞
聖
人
全
集
』
第
二
巻

「和
讃
篇
」

コ

一
一
頁

(生
桑
完
明
担
当
)
。

　　　　　

光
明
本
尊
の

一
部
。
臨
35
は
、
色
紙
型
は
あ
る
も
の
の
、
銘
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
や

(20
)
高
木
昭
良

『
三
帖
和
讃
の
意
訳
と
解
説
』
(永
田
文
昌
堂
、

一
九
六
六
年
)
二
五
六

　　　　

や
特
殊
な
も
の
は
願
楽
寺
本

(臨
一33
)
で
、
「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」
の
ほ
ぼ
全
文
が

頁
。
『源
信
僧
都
行
実
』
の
該
当
箇
所
は
、
『恵
心
僧
都
全
集
』
第
五
巻
六
八
五
頁
。

　　　　

記
さ
れ
る
。
源
信
の
賛
で
は
、
西
方
寺
本

(k
10
)
は

「天
台
山
延
暦
寺
首
楊
巌
院
、

(21
)
大
経
の

「如
来
以
無
蓋
大
悲
」
か
ら

「恵
以
真
実
之
利
」
ま
で
の
文
と
第
十
二
。
十

　　　　

前
権
小
僧
都
法
眼
和
尚
位
源
信
真
像
、
源
信
和
尚
者
俗
姓
…
」
と
始
め
ら
れ
て
い
る
。

三
、
十

一
願
文
、
上
段
で
は

「聖
徳
太
子
御
廟
記
文
」
と

「安
楽
集
」
の
文
が

『尊
号

　　　　

し
か
し
、
後
半
は
同
じ
文
言
で
あ
る
。
源
信
像
が
あ
っ
て
賛
銘
が
記
さ
れ
な
い
の
は
専

真
像
銘
文
』
に
見
え
な
い
。
拙
稿

「中
世
後
期
に
お
け
る
仏
光
寺
と
本
願
寺
の
名
号
観

　　　　

精
寺
本

(k
32
)
と
乗
念
寺
本

(k
34
)
で
あ
る
。
池
32
は
地
方
的
色
彩
の
強
い
も
の

I
光
明
本
尊
と
無
碍
光
本
尊
、
そ
し
て
六
字
名
号
-
」
(浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編

『蓮

　　　　

と
い
う
。

如
上
人
研
究

　

教
義
篇
I
』
永
田
文
昌
堂
、

一
九
九
八
年
)
で
も
言
及
し
た
。

　　　　　

(27
)
こ
の
他
、
本
善
寺
本

(k
66
)
は
特
殊
で
、
『
正
信
偶
』
で
も

「憶
念
弥
陀
仏
本
願

(22
)
福
源
寺
本

(k
14
)
は
特
殊
で
、
『
入
出
二
門
偶
』
の
文
、
『選
択
集
』
・
「当
知
生
死

　　　　

・:
」
の
文
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
円
光
寺
本

(臨
67
)
に
は
下
段
に

「円
光
寺

之
家
」
の
文
、
そ
し
て
源
海
の
銘
文
が
記
さ
れ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
代
浄
信
の
血
脈
執
持
文
を
記
し
て
い
る
」
と
早
島
氏
は
解
説
さ
れ
る
が

(註
1
掲
書

(23
)
こ
の
他
、
上
部
の
賛
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
早
島
氏
は
西
善
寺
本

(k
か
I)
の
上

　　　　

一
三
五
頁
)
、
こ
れ
は
実
は
。
如
信
か
ら
相
承
し
た
と
す
る

『大
経
』
の
第
十
八
願
成

段
に

『
入
出
二
門
掲
』
の

一
節
が
記
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る

(註
1
掲
書
八
二
頁
)
が
、

　　　

就
文
と
覚
如
か
ら
受
け
た
と
い
う

『正
信
掲
』
「憶
念
弥
陀
仏
本
願
・・・」
の
文
で
あ
る
。

実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
『
正
像
末
和
讃
』
の
数
首
の
取
意
を
漢
文
に
し
た
も
の
の

　　

(28
)
た
だ
し
、
こ
れ
は
か
な
り
特
異
な
構
図
で
、
源
信
が
描
か
れ
な
い
。

よ
う
で
あ
る
。
左
に
そ
の
文
を
記
す

(括
弧
内
は
推
測
)
。

　　　　　　　　　　　　

(29
)
註
1
掲
書
四
二
頁
、
福
源
寺
本

(k
14
)
の
解
説
中
。

(弥
)
陀
本
願
可
信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(30
)
た
だ
し
、
Ⅳ
と
し
た
安
照
寺
本

(k
9
)
は
椅
子
に
座
る
姿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上

(信
)
本
願
人
者
皆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か
ら
下

へ
次
第
す
る
と
い
う
特
異
な
例
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐

(往
)
生
不
可
説
不
可
思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

像
は
源
空
が
椅
子
に
座
る
の
が
通
規
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
影
響
な
の
だ
ろ
う
。

(議
)
功
徳
満
行
者
身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(31
)
堀
大
慈

「光
明
本
尊
と

『絵
系
図
』
試
論
―

『絵
系
図
』
の
研
究
-
」
(京
都
女
子
学

(摂
)
取
不
捨
利
益

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

園
仏
教
文
化
研
究
所

『研
究
紀
要
』

　

一
六
、

一
九
八
六
年
)
。

(悟
)
無
上
覚
於
也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(32
)
す
べ
て
が

「光
明
」
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
「光
明
本
尊
」
の

一
番
の
眼
目

(24
)
そ
の
賛
銘
を
記
す
の
は
、
k
9
、
10
、
14
、
23
、
29
.
30
、
37
、
38
、
39
、
41
で
あ

　　　　

な
の
で
あ
ろ
う
。
光
明
本
尊
の
図
様
の
考
察
は
。
脊
古
真
哉

「浄
土
真
宗
に
お
け
る
聖

る
。
や
や
文
言
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
特
段
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

　　　　

徳
太
子
信
仰
の
展
開
」
(大
山
誠

一
編

『聖
徳
太
子
の
真
実
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
)

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ま
っ
た
く
異
な
る
文
言
を
記
す
も
の
は
無
為
信
寺

　　　　

で
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

本

[臨
一91
])
で
、
「劉
官
讃
」
と

「入
出
二
門
偶
」
が
記
さ
れ
る
が
、
も
と
も
と
の
も

　　

(33
)
宮
崎
圓
遵

「本
願
寺
所
蔵

　

善
導
源
空
親
鸞
三
祖
像
に
つ
い
て
」
(著
作
集
第
四
巻

の
で
は
な
い
と
い
う

(註
1
掲
書
五
二
頁
)
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
文
言
は
前
述
の

　　　　

『真
宗
史
の
研
究

(上
)
』
田
t
文
閣
、

一
九
八
七
年
)
。

よ
う
に
上
部
の
賛
と
し
て
通
規
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
た
ま
た
ま
下
部
に
表
具
さ
れ
た

　　

(34
)
ほ
か
に
源
空
が
正
座
す
る
光
明
本
尊
は
、
報
恩
寺
本

(臨
一3
)
、
毫
摂
寺
本

(k
15
)
、

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

原
田
秋

一
郎
氏
本

(k
16
)
、
光
源
寺
本

(臨
一20
)
、
大
信
寺
本

(k
44
)
。

(25
)
宮
崎
圓
遵

「初
期
真
宗
の
連
坐
像
に
つ
い
て
I
滝
上
寺
蔵

「八
高
僧
像
」
を
縁
と
し

　　

(35
)
拙
稿

「正
面
向
垂
髪
太
子
像
と
震
旦
和
朝
高
僧
先
徳
連
坐
像

(両
朝
高
祖
尊
像
)
」



《付
記
〉
本
稿
は
、
平
成
十
六
年
三
月
十
六
日
に
同
朋
大
学
で
開
催
さ
れ
た
真
宗
史
研
究
会

で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
図
版
の
掲
載
に
つ
い
て
は
関
係
各
位
の
ご
高

配
に
預
か
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(『史
料
に
見
る
近
江
八
坂
善
敬
寺
史
』
彦
根
市
八
坂
善
敬
寺
、
二
〇
〇
三
年
)
。

(36
)
註
1
掲
書

一
一
二
頁
。

(37
)
註
1
掲
書

一
三
五
頁
。

(38
)
三
代
伝
持
説
は
、
か
つ
て

『高
田
口
伝
妙
』
や

『親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
に
対
抗
し

て
主
張
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

(小
串
侍

「覚
如
上
人
の
三
代
伝

持
」
、
『初
期
本
願
寺
の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
七
九
年
。
な
ど
)
。
し
か
し
、
『高
田
口

伝
紗
』
が
近
世
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

(平
松
令
三

「
口
伝
妙
の
異
本

成
立
と
高
田
口
伝
妙
に
つ
い
て
I
佐
藤
哲
英
博
士
の
所
説
に
対
す
る
疑
問
-
」
、
『親
鸞

真
蹟
の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
八
八
年
)
、
『親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
も
横
曽
根
門
徒
の

三
代
伝
持
を
専
ら
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
の
論
が
出
さ
れ

(古
田
武
彦

「性
信
の

血
脈
文
集
と
親
鸞
在
世
集
団
-
新
史
料
蓮
光
寺
本
を
め
ぐ
っ
て
I
」
、
『親
鸞
思
想
-
そ

の
史
料
批
判
-
』
、
著
作
集
親
鸞

・
思
想
史
研
究
編
n

『親
鸞
思
想
』
明
石
書
店
、
二

〇
〇
三
年
)
、
そ
う
し
た
見
方
は
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

(39
)
神
田
千
里

『
一
向

一
揆
と
真
宗
信
仰
』
《中
世
史
研
究
選
書
》
(吉
川
弘
文
館
、

一
九

九

一
年
)
。

(40
)
梯
賞
圓

「初
期
真
宗
に
お
け
る
善
知
識
論
の

一
形
態
―

『還
相
回
向
聞
1　
』
を
め
ぐ
っ

て
I
」
、
「『他
力
信
心
聞
1　
』
の

一
考
察
―
真
宗
に
お
け
る
知
識
帰
命
説
の
源
流
―
」

(『浄
土
教
学
の
諸
問
題
』
下
巻
、
永
田
文
昌
堂
、

一
九
九
八
年
)
。

(41
)
絵
系
図
の
最
古
の
も
の
は
正
中
三
年

(
一
三
二
六
)
の
年
記
を
持
ち
、
翌
嘉
暦
二
年

二

三
二
七
)
に
は

「念
仏
相
承
血
脈
掟
書
」
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
口

伝
紗
』
は
元
弘
元
年

(
一
三
三

一
)
、
『改
邪
紗
』
は
建
武
四
年

(
コ
ニ
三
七
)
に
成
立

し
て
い
る
。

中
世
の
真
宗
に
お
け
る
和
朝
の
連
坐
像

五
九


